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海岸浸⾷について 
 [海外の環境影響評価における流向、流速、波浪等の検討事例] 

No. 国名 事業名称 風力発電機及び設置基数 評価書 

公表時期 

参考

項目 

予測手法 予測・評価結果 参考項目を選定した理由 

1 デンマーク Horns Rev 160MW（2,000kW×80 基） 1999 年 

6 月 

底 質 ・

地質 

【予測手法】海水の流れが変わ

ることが予測されることによる、

浸食や底泥の再懸濁 

により底質及び地形の改変が

生じる影響について定性的に

予測 

【予測対象時期】施設工事中及

び施設稼働時 

流れの変化については、水深 6～10m でモデル予測を行った結果、最大で

2%の流速の減少であり、影響は小さいものと評価された。 

施設建設に伴う底質環境の変化が予測された。建設に伴う流れの変化、底

質の変化は限られており、その影響は小さいものと評価された。 

【工事に伴う一時的な影響】工事に伴う浸食

や底土の巻き上げ等により濁りが発生し、周

辺の底質環境に影響を及ぼすことが考えら

れるため選定した。 

【施設の存在及び供用】施設の存在及び利

用に伴う、海水流の流れの変化等による浸

食等により底質環境に影響を及ぼすことが

考えられるため選定した。 

2 スウェーデ

ン 

Kriegers 

flakⅡ 

640MW（5MW×128 基） 2002 年 

4 月 

波浪、

流 向 ・

流速 

【予測手法】既往現地調査結果

等からモデル計算等により施設

設置後の流れを定量的に予測 

【予測対象時期】施設稼働時 

発電施設建設に伴う流れの変化が予測されたが、モデル計算の結果、発電

施設区域の流れの変化は最大 3～4%であり、影響は小さいものと評価され

た。 

【施設の存在及び供用】施設の存在により、

潮流への影響が考えられるため選定した。 

3 デンマーク Anholt 400MW（3.5MW×111 基） 2008 年 

11 月 

波浪 【予測手法】数値モデル計算等

により施設設置後の波と風の減

衰を定量的に予測 

【予測対象時期】施設稼働時 

風車建設に伴う基礎やパイルあるいは風車本体がもたらす波浪と風速の減

衰について数値モデルにより予測した結果、いずれもその減衰率は小さく、

変化の範囲も局所的であった。これらのことから影響は軽微と評価された。 

【施設の存在及び供用】風車設置に伴う波

浪の変化が海岸形態や海岸地形に影響を

及ぼすと考えられたため選定。 

海 岸

地形 

【予測手法】波浪予測結果に基

づく定性的な解釈 

【予測対象時期】施設稼働時 

波浪解析結果に現地の沖合水深や海岸過程を対応させ、波浪の減衰がもた

らす浸食や堆積の変化を定性的に推定した。その結果、海岸地形の変化は

長期的に及ぶがその強度は少ないかほとんどないとの状況で、かつ対象とな

る範囲も局所的であることから、影響は軽微と評価された。 

【施設の存在及び供用】風車設置に伴う波

浪の変化が海岸形態や海岸地形に影響を

及ぼすと考えられたため選定。 

海 底

地形 

【予測手法】波浪ならびに流況

予測結果に基づく懸濁物移送

の定量的な解析 

【予測対象時期】施設稼働時 

風車設置に伴う波浪と流況の変化が水中懸濁物の移送を変化させることによ

り、海底地形の変化の有無を確認した。その結果、水中懸濁物移送量の変

化は微量であることが分かり、海底地形に影響を及ぼさないと評価された。 

【施設の存在及び供用】風車設置に伴う波

浪と流況の変化が水中懸濁物の移送を変

化させることにより、海底地形に影響を及ぼ

すと考えられたため選定。 

4 ア イルラン

ド 

Dublin 

Array 

145 基 ×3MW ～ 6MW 

(364MW～400MW) 

2012 年 波 浪 ・

潮流 

【予測手法】最大波高の予測、

流況シミュレーション、スコアリン

グ解析 

【予測対象時期】施設建設時、

施設稼働時 

風車基礎設置工事に伴う底泥の拡散に関しては一次的で局所的であり、当

該海域が物理的エネルギーの高い状況にあることから回復が早く、影響は軽

微と評価された。 

風車の基礎の大きさと十分な風車間隔によって風車間の相互のスコアーの

影響は回避できると評価された。また、ウインドファーム全体の形状が潮流・

波浪に及ぼす影響も重要でないと評価された。 

スコアリングの影響については保護対策によって防止可能と評価された。 

Bank の安定性に対する影響は全体規模からみて影響なく、海岸線に対する

影響もマイナスの影響はないと評価された。 

【設置・撤去工事、施設の存在・供用にとも

なう影響】Kish and Bray Bank は当該海域沿

岸の波浪を緩和し潮流を抑制していることか

ら物理的環境は安定しており、また、潮汐と

流況が平衡状態にあることから底泥が存在

している良好な環境である。このような環境

に洋上風力開発が影響を及ぼすことが懸念

された。 

5 英国 NAVITUS 

BAY WIND 

PARK 

風 力 発 電 所 出 力 ：

970MW(8MW×78 ～ 121

基） 

2014 年 

4 月 

波浪、

流 向 ・

流速 

【予測手法】物理過程モデル、

コンピュータモデル（潮汐、波

浪、懸濁物の拡散） 

【予測対象時期】施設建設時、

施設稼働時 

 

（影響評価）建設中ならびに解体中の海底の撹乱や水中の懸濁物の増大、

または海底地形の改変については、局所的でかつ一次的であることから、影

響は重大でないと評価された。 

水深、堆砂または海岸線の位置、特に海岸や崖の浸食、サーフィンに利用さ

れている海岸の波浪等の特性に対して、波浪や潮流ならびに砂泥の移動の

影響は軽微で重大な影響は予測されなかった。 

（累積影響）海底泥の採掘と適用海域ならびに認可された廃棄物投棄海域と

の累積影響を検討した結果、いかなる累積的な影響は確認されなかった。 

【設置・撤去工事、施設の存在・供用にとも

なう影響】当該事業の実施により潮汐、流

況、波浪、海底泥の移動、海岸線の特性、

海底の特性などに対する影響が懸念され

た。 

出典 着床式洋上風力発電の環境影響評価手法に関する基礎資料（2018 年 3 月、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構） 
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